
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
活
動
現
場
を
高
校
生
が
体
験
取
材
を
す
る

「高

校
生
に
よ
る
地
域
支
え
合
い
レ
ポ
ー
ト
」
が
、
深
谷
市
で
始
ま
る
。
こ
の
事
業
も
含

め
、
地
域
で
の
支
え
合
い
を
強
化
し
よ
う
と
、
市
内
の
高
校
や
大
学
、
市
民
団
体
や

企
業
、
商
工
団
体
、
県
な
ど
８
団
体
で
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
発
足
し
、
顔
本
申
わ

せ
会
が
同
市
深
谷
町
の
旧
七
ツ
梅
酒
造
で
行
わ
れ
た
。
　
　
　
　
　

（米
山
士
郎
）

「地
域
支

えヽ
合
い
レ
ポ
ー
ト
事
業
」

は
、
高
盛
箸
岩
≡ど
の
生
活
を
応
援
し

て
い
る
深
谷

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
同
組

合
の

「街
の
便
利
屋
さ
ん
」
や
、
市

内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
の
現
場
を
、
正

智
深
谷
高
校
の
生
徒
が
体
験
取
材
。

そ
の
リ
ポ
ー
ト
を
埼
玉
工
業
大
学
荒

木
研
究
室
が
運
営
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
地
域
情
報
サ
イ
ト
の

「深
谷
．

ネ

ッ
ト
」
で
発
信
す
る
。

さ
ら
に
、
新
聞
折
り
込
み
な
ど
で

生
徒
募
集
情
報
誌
を
発
行
し
て
い
る

「Ｒ
ｏ
ｍ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
」
（
ロ
マ
ラ
ン
）

の
情
報
誌
や
、
深
谷
商
工
会
議
所
の

会
報

、
深
公官
市
の
市
報
骨
県
錬
則

域
振
興
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
に
も
掲
載
し
て
い
く
。

「街
の
便
利
屋
さ
ん
」
は
地
域
の

高
齢
世
帯
な
ど
で
、
買
い
物
代
行
や

庭
の
草
む
し
り
、
部
屋
の
掃
除
な
ど

を
行
う
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
事
業

主
体
の
深
谷
コ
ミ

ュ
ニ
ア
ィ
協
同
組

合
が
取
材
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、

生
徒
た
ち
が
ス
タ
ッ
フ
の
手
伝
い
を

し
な
が
ら
取
材
す
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
取

材
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
谷
に
ぎ
わ
い
工

一房
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
す
る
。

取
材
に
は
、
同
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク

ト
部
２
年
生
の
大
山
奮
綴
さ
ん
と
柳

井
美
歩
さ
ん
を
中
心
に
、
刻
人
ぐ
ら

い
の
生
徒
が
参
加
す
る
見
込
み
。
第

１
回
の
取
材
は
３０
日
。
大
山
さ
ん
と

柳
井
さ
ん
が

「街
の
便
利
屋
さ
ん
」

の
利
用
会
員
宅
を
訪
問
す
る
。
リ
ポ

ー
ト
制
作
に
は
埼
工
大
の
荒
木
慶
和

教
授
の
研
究
室
の
学
生
た
ち
が
協
力

し
、
第
１
号
を
１０
月
に
発
信
す
る
予

定
だ
。

大
山
さ
ん
は

「困
っ
て
い
る
内
容

は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
そ
の

一
つ

一

つ
に
向
き
合
い
、

（体
験
取
材
を
通

じ
て
）
相
手
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
し
た
い
」
と
意
歓
を
語
る
。
深

谷
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
同
組
合
理
事
の

竹
石
研
二
さ
ん
は

「高
校
生
た
ち
に

は
お
年
寄
り
た
ち
の
あ
り
の
ま
ま
の

生
活
に
触
れ
て
ほ
し
い
。
ま
ち
な
か

で
高
路
老
「が
１
人
で
暮
ら
す
こ
と
が

ど
ん
な
こ
と
か
、
訪
ね
て
み
る
と
い

ろ
い
ろ
な
姿
が
見
え
て
く
る
は
ず
」

と
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。

ま
た
、
熊
谷
、
深
谷
、
寄
居
地

区
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
交
流
会
も
行
わ
れ
、
埼

玉
新
聞
社
の
吉
田
俊

一
ク
ロ
ス
メ
デ

ィ
ア
局
企
画
編
集
部
長
が
、
効
果
的

な
情
報
発
信
の
方
法
に
つ
い
て
講
演

を
行
っ
た
。

1埜撰審箸換客爵房僣宅ラ捨層遷
た地域支え合いレポート事業の顔合わせ会
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「相手に喜び与えたい」


